
中間前払金について

１　中間前払金とは

　　龍ケ崎市発注の建設工事では，１件の請負代金額が５００万円以上の場合，１０分の４以内の

前金払の請求が出来ることになっていましたが，それに加え工事の中間段階において，１０分の２

以内の前金払を追加して行うものです。

　　※　建設工事以外は対象になりません。

２　中間前払金の対象工事

　　公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和２７年法律第１８４号）第５条の規定に基づき

登録を受けた保証事業会社の保証する土木建築に関する龍ケ崎市発注工事（土木建築に関す

る工事の設計及び調査並びに土木建築に関する工事の用に供することを目的とする機械類の製

造を除く。）であって，工事１件の請負代金額が５００万円以上の土木建築に関する工事。

　なお，当初に前払金を受領していることが必要です。

３　中間前払金の請求条件

　　当初に前払金を受領していて，請負代金額が１件５００万円以上の土木建築に関する工事。

　　○　工期の２分の１を経過していること。

　　○　工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとされている当該工事に

　　　　係る作業が行われていること。　

　　○　既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分の１以上の額に相

　　　　当するものであること。

【請求・認定等の流れ】

①　認定請求書等の提出　　　　　（受注者 ⇒ 発注者（担当課））

②　認定請求書等の審査　　　　　（発注者（担当課））

③　認定調書の交付　　　　　　　　（発注者（担当課） ⇒ 受注者）

④　中間前金払保証の申し込み　（受注者 ⇒ 保証会社）

⑤　保証証書の発行　　　　　　　　（保証会社 ⇒ 受注者）

⑥　請求書・保証証書の提出　　　（受注者 ⇒ 発注者（担当課））

⑦　中間前金の支払い　　　　　　　（発注者（担当課） ⇒ 受注者）

受注者

① ・⑥

発注者（担当課）

②
保証会社

③ ・⑦
⑤

④



【記載例】
様式第１５号（第４２条の２関係）

中　間　前　金　払　認　定　請　求　書

平成２８年９月１２日

　

　　龍 ケ 崎 市 長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　住　　　所　　　　　龍ケ崎市○○○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商号又は名称　　（株）○○○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表者名　　　　　代表取締役社長　　○○○○　　印

　　下記の工事について，中間前金払の支払を請求したいので，要件を具備していることを

　確認されたく請求します。

記

工　事　名 平成○○年度市道第○－○○○号線道路改良工事

工事場所 龍ケ崎市○○町地内

契約年月日 平成２８年７月１１日

工　　　期 平成２８年７月１１日　　から　　平成２８年１０月３１日　まで

請負代金額 ２１，６００，０００円

摘　　要

現在の進捗状況は，次のとおりです。

・工期は，工程表の約５５．８％を完了している。

・当該工事に係る作業に要する経費（出来高金額）は，請負代金額の

　約５７．０％です。

　　　【 添付資料 】

　　　　工事履行報告書（様式第１６号）

　　　　



【記載例】
様式第１６号（第４２条の２関係）

工　事　履　行　報　告　書　　（中間前金払用）

　平成２８年９月１２日

　

　　龍 ケ 崎 市 長　　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　住　　　所　　　　　龍ケ崎市○○○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 商号又は名称　　（株）○○○○○○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 代表者名　　　　　代表取締役社長　　○○○○　　印

　　本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。

工　事　名 平成○○年度市道第○－○○○号線道路改良工事

工事場所 龍ケ崎市○○町地内

工　　　期 平成２８年７月１１日　　から　　平成２８年１０月３１日　まで

請負代金額 ２１，６００，０００円

工　　種 ① 構成比（％） ② 予定工程（％） ③ 実施工程（％） 出来高金額（円） 備　考

道路土工 ２０．０ ８０．０ ８０．０ ３，２００，０００

排水構造物工 ２０．０ ７０．０ ７０．０ ２，８００，０００

カルバート工 １５．０ １００．０ １００．０ ３，０００，０００

舗装工 １５．０ ０．０ ０．０ ０

区画線工 １０．０ ０．０ ０．０ ０

防護柵工 １０．０ ６０．０ ６０．０ １，２００，０００

共通仮設 １０．０ ６０．０ ６０．０ １，２００，０００

小　　計 １００．０
100

１１，４００，０００

消費税及び地方消費税額 ９１２，０００ 請負代金額

との比率

（５７．０）％合　　計　　金　　額 １２，３１２，０００

　　　【 注意事項 】

　　　　１　構成比は，直接工事費に占める各工種ごとの構成割合を，予定及び実施工程は報告

　　　　　時点の状況を，出来高金額は工事価格（請負代金額から消費税及び地方消費税を控除

　　　　　した金額）に占める構成比相当額に実施工程率を乗じたものを，請負代金額との比率は

　　　　　請負代金額に対する出来高金額の合計金額の割合を，それぞれ記入すること。なお，実

　　　　　施工程が確認できる資料（予定工程表に実施工程を記入したもの等）を添付すること。

　　　　２　実施工程の計は５０％以上，請負代金額との比率は５０％以上であること。

　直接工事費に占める

　各工種の額の構成割合
　全体の予定工程に対して，報告時点（９月１２日）　

　までに予定している工程の割合

　全体の予定工程に対して，報告時点（９月１２日）

　までに実施した工程の割合

　請負代金額（税抜き）

　 ×① 構成比（％）

　 ×③ 実施工程（％）

　【条件確認（その３）】

既に行われた作業に要

する経費が請負代金額

の２分の１以上か。

出来高金額が請負代

金額の２分の１以上か

。



　　　　　　　　　　　　予定工程

　　　　　　　　　　　　実施工程

工 　　程 　　表

件　　名 契 約 期 間

　平成２８年　７月１１日から 平成２８年９月１２日

　龍ケ崎市長　　　　　　　　　　殿

　平成２８年１０月３１日まで

場　　所 龍ケ崎市○○町地内 契約代金額 21,600,000 円

　２８年　７月 　２８年　８月 　２８年　９月 　２８年　１０月 　２８年　１１月 　年　　月 年　　月 　　年　　月 　　年　　月
備　　　考

道路土工

排水構造物

カルバート工

舗装工

区画線工

防護柵工

共通仮設

検 査 期 間

【記載例】　工程表は契約締結時に提出したものを活用しても結構です。

平成○○年度市道第○－○○○号線
道路改良工事

　　

　　住所又は所在地　 　龍ケ崎市○○○○○○
　　商号又は名称　　　　（株）○○○○○○
　　代表者職氏名 　　　　代表取締役社長　○○○○ 　　印　　

　　　　　　年月日　
　工種等

　２８年　12月

　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20 　 　10　　20

工期の２分の１

【条件確認（その１）】
請求時点で工期の２分の１を経過しているか。　【条件確認（その２）】

　工期の２分の１を経過するまでに実施すべき
　ものとされている作業が行われているか。
　予定工程（赤）に実施工程（黒）が対応してい
　るか。
　※予定の工程に変更が生じている場合は，
　変更後の工程表により確認すること。

　予定工程（赤）
　　全体の予定工程に対する，報告時点（９月１２日）での
　予定工程の割合を，様式第１６号の②に記載する。

　実施工程（黒）
　　全体の予定工程に対する，報告時点（９月１２日）までに
　実施した工程の割合を，様式第１６号の③に記載する。


